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富国生命保険相互会社 

フコク生命グループの経営戦略 

経営の差別化の歴史と 
「お客さま基点」に向けた取り組み 

『人づくり』について                 
～お客さま基点の実現に向けて～ 

お客さま 
Face to Face の活動を通じ 

『お客さま基点』を実践 

営業職員体制の中核を担う層の拡大・強化 

『お客さま基点』を実践しうる 

お客さまアドバイザーの育成に注力 

⇒人材開発本部の設置（2011年3月～） 

営業職員チャネル   
官公庁をはじめとした 

職域販売を中心に展開 

金融機関窓販チャネル   
地域密着型の信用金庫

を中心に展開 

営業職員チャネルと金融機関窓販チャネル 
の二本柱 

1950年代 

1980年代初め 

未来 
徹底した差別化でお客さまから最も評価される会社へ 

最大たらんよりは最優たれ⇒質を重んじる経営の差別化 

保有純増主義を掲げる⇒保険販売面での質の向上 

バブル経済期 

2008年～2009年 

リスク資産(株式・不動産)への投資を抑制 
⇒機動的な運用 

金融危機を受け、 
株式・外債の圧縮 

⇒機動的なリスク削減 

2005年 

2002年 

金融機関窓販への積極的な取組み 
⇒新たなチャネル 

2011年3月～ 

「お客さま基点」の実践を目指し、        
新たな中期経営計画（2013～2015）を開始 

人材開発本部を中心として「お客さま
基点」を実践しうる人材育成に注力 

「お客さま基点」の浸透を目指し 
中期経営計画を開始（～2012年度末） 

「お客さま基点」をベース 
とした企業変革に取組む 

2013年4月～ 

円高局面で外国 
公社債を積み増し 

⇒収益性向上 

2010年 

2010年10月～ 

生保業界初とな 
る特約組立型の 

主力商品 
『未来のとびら』 

を発売 
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富国生命保険相互会社 

平成２６年度決算のポイント 

 
 
 

 ２社合算の新契約高は、貯蓄性商品に対するニーズの高まりを背景にフコクしんらい生命の金融機関窓販が 
増加したことなどにより、前年対比１．９％増加の１兆８，８０７億円 

 新契約高の前年対比増加は２年連続 

  
 

 
 ２社合算の保険料等収入は、富国生命およびフコクしんらい生命ともに好調に推移し、前年対比１２．６％増加

の７，９６４億円 
 ２社合算の基礎利益は、富国生命の利差益が大幅に増加したことなどにより、過去最高の９５９億円（前年対比

６．４％増加） 

 

 

 
 連結ソルベンシー・マージン比率は、危険準備金の積み増しやその他有価証券の評価差額の増加などにより、

前年度末比７５．７ポイント上昇の１，１９５．７％となり、事業年度末としては過去最高 

 

連結ソルベンシー・マージン比率１,１９５．７％ 

増収（保険料等収入）増益（基礎利益）を確保 

新契約高２年連続増加 

 
 
 

 上記を踏まえ、お客さまへの配当還元も積極的に取り組むこととし、３年連続で増配を実施。 
   加えて、社員配当平衡積立金を１６１億円積み増し 
 今後も配当還元を通じ、お客さまの実質的な保険料負担の軽減を図る 

 

３年連続増配、社員配当平衡積立金を積み増し 
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富国生命保険相互会社 

フコク生命グループの販売戦略 

• 収益に結びつかないトップライン競争ではなく、保険販売におけ
るグループの経営指標として、保険金額ベースと保険料ベース
の両方を重視 

ご提案ツール 

お
客
さ
ま
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
販
売
体
制 

営業職員チャネル 

金融機関窓販チャネル 

主力商品 

 お客さま一人ひとりのニーズに 
   沿った最適なご提案 
 お客さまアドバイザーによる     

Face to Face のコンサルティング   
セールスの実践 

 地域密着型の信用金庫を中心        
とした保険販売 

 フコク生命グループとして保険         
販売のみならずアフターサービス      
までを含め総合的にバックアップ 
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保険料ベースの業績 

新契約高 
保有契約高 

保険金額ベースの業績 

新契約年換算保険料 
保有契約年換算保険料 

指 標 

特 徴 
死亡保障商品を中心 

とした見方、第三分野商品 
の評価には適さない 

第三分野商品の評価に 
有用、貯蓄性商品の影響を 

大きく受ける点に留意 

• お客さま基点のもと、健全性の維持および持続的な 
成長を志向 

   ⇒収益性の高い死亡保障と第三分野の販売を推進 
   ⇒貯蓄性商品は運用環境に応じた販売政策を実施 



富国生命保険相互会社 

保険業績の状況（２社合算） ～新契約～ 

新契約年換算保険料の推移 
（富国生命、フコクしんらい生命合算） 

• 新契約年換算保険料は、相続税法改正に 
伴う一時払終身保険のニーズの高まりを  
背景に伸展し、前年対比９．６％増加 

• 新契約高は２つの販売チャネルの効果的な 
活用が奏功し、２年連続の増加 

• 解約失効高は前年対比６．２％減少し、大き
く改善 
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268 
223 224 

178 

110 142 

447 

334 
366 

24年度 25年度 26年度 

富国生命 フコクしんらい生命 
（億円） 

前年対比 
9.6％ 
増加 

新契約高・解約失効高の推移 
（富国生命、フコクしんらい生命合算） 

16,065  15,414  14,399  

576  715  
738  

16,641  16,130  15,137  

14,959  16,534  16,374  

2,595  
1,930  2,433  

17,554  18,464  18,807  

富国生命 フコクしんらい生命 

※個人保険と個人年金の合計 

前年対比 
6.2% 
改善 

前年対比 
1.9% 
増加 

24年度 25年度 26年度 

新契約高 
解約失効高 

（億円） 



富国生命保険相互会社 

4,106 4,077  4,064  

1,423 1,487  1,578  

5,529 5,565  5,642  

24年度末 25年度末 26年度末 

富国生命 フコクしんらい生命 

1,070 1,078 1,083 

うち第三分野（富国生命、フコクしんらい生命合算） 

279,192  271,572  265,564  

21,836  22,800  24,182  

301,029  294,372  289,746  

24年度末 25年度末 26年度末 

富国生命 フコクしんらい生命 

保険業績の状況（２社合算） ～保有契約～ 

保有契約高の推移 
（富国生命、フコクしんらい生命合算） 

（億円） 

保有契約年換算保険料の推移 
（富国生命、フコクしんらい生命合算） 

（億円） 

前年度末比 
1.4% 
増加 

• 保有契約年換算保険料は、フコクしんらい
生命が順調に増加し、前年度末比１．４％
増加 

• うち、第三分野の保有契約年換算保険料
も前年度末比０．５％増加の１，０８３億円 

• 保有契約高の減少幅は縮小（２．２％→１．６％） 

• 新契約高の増加および解約失効高の改善に
より、保有契約高の反転増加に向けて着実
に進展 

前年度末比 
1.6％ 
減少 
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前年度末比 
0.5% 
増加 

前年度末比 
2.2％ 
減少 



富国生命保険相互会社 

保険料等収入の状況（２社合算） ～保険料等収入・金融機関窓販～ 

保険料等収入の推移 
（富国生命、フコクしんらい生命合算） 

• 保険料等収入は前年対比１２．６％増加   
富国生命、フコクしんらい生命ともに増収 

• 富国生命は、主力商品（未来のとびら）などの  
販売が堅調に推移したほか、団体保険分野も
増加 

• 平成２５年度は予定利率の引き下げによる 
影響で減少したものの、相続税法改正に伴う
一時払終身保険のニーズの高まりを背景に
販売量は反転増加（上図） 

• 商品ポートフォリオの多様化を図るため、  
平準払商品の拡販にも注力（下図） 

金融機関による保険販売の状況 
（フコクしんらい生命の収入保険料） 

1,161  
523  627  

841  

419  
728  

2,002  

943  
1,355  

24年度 25年度 26年度 

定額年金保険 一時払終身保険等 
（億円） 

【保険種類別販売実績（初回保険料ベース）】 

3,253  

15,471  18,078  

24年度 25年度 26年度 

（件） 

【平準払販売件数】 

（億円） 前年対比 
12.6% 
増加 
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3,032 3,029 3,048 

566 322 462 

2,827 2,582 2,870 

2,144  
1,086  

1,533  

8,622 

7,070 
7,964 

24年度 25年度 26年度 

個人保険分野（平準払） 個人保険分野（一時払） 

団体保険分野 フコクしんらい生命 



富国生命保険相互会社 

基礎利益の状況（２社合算） 

819 
901 

959 

24年度 25年度 26年度 

基礎利益の推移 

• 基礎利益は、富国生命の利差益が大幅に 

増加し、前年対比６．４％増加の９５９億円 

• 開示以来最高 

• 円高局面での外国公社債の積増しが、今期

の円安傾向により奏功し、運用利回りは上昇 

• 今後も、極端な円高への揺り戻しがなければ

安定した利差益を確保できる見通し 

利差の推移 

△ 3 

113 

209 

25 

26 

26 

22  

140  

236 

2.32% 
2.37% 

2.53% 
2.33% 

2.15% 2.12% 

24年度 25年度 26年度 

基礎利益上の運用収支等の利回り 平均予定利率 

（億円） 

（億円） 

前年対比 
6.4% 
増加 

前年対比 
95億円 
増加 
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※基礎利益上の運用収支等の利回り、平均予定利率は富国生命単体 

フコクしんらい生命 富国生命 



富国生命保険相互会社 

9,560  
11,437  

14,416  

1,922  2,042  2,411  

994.6% 

1,120.0% 
1,195.7% 

24年度末 25年度末 26年度末 

ソルベンシー・マージン総額 リスクの合計額 ソルベンシー・マージン比率 項　　　　　　目 平成24年度末 平成25年度末 平成26年度末

ソルベンシー・マージン比率

（Ａ）

（1／2）×（Ｂ）
×100

970.8% 1,169.3%1,099.9%

ソルベンシー・マージン比率の推移（単体） 

• 富国生命単体のソルベンシー・マージン比率は

危険準備金等の積増しやその他有価証券の 

評価差額の増加などにより、前年度末比６９．４

ポイント上昇の１，１６９．３％ 

健全性の状況 

4,376  5,354  5,864  
724  907  991  2,806  

3,378  
5,492  1,286  

1,450  

1,623  
9,194  

11,090  
13,972  

24年度末 25年度末 26年度末 

自己資本 土地の含み損益×85% その他有価証券の評価差額×90% その他 

■ソルベンシー･マージン比率 

■リスクの合計額（Ｂ） 

■ソルベンシー･マージン総額（Ａ） 

（億円） 

（億円） 

1,894  2,016  2,389  

24年度末 25年度末 26年度末 

• 連結ソルベンシー・マージン比率は、       

平成２３年度の開示以降、毎期着実に伸展し、

前年度末比７５．７ポイント上昇の１，１９５．７％ 

• 事業年度末としては過去最高 

ソルベンシー・マージン比率の推移（連結） 

（億円） 
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富国生命保険相互会社 

資産運用の概況 

貸付金 
13.6％ 

47.1％ 円貨建公社債 

11.7％ 

43.2％ 

短期資金 

ヘッジ付外債 

オープン外債 

株式 

外国株式等 
不動産 
その他 

8.4％ 
6.1％ 

11.8％ 11.9％ 

4.2％ 

9.8％ 7.9％ 

4.5％ 

25年度末 26年度末 
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一般勘定資産の資産構成比（ＢＳベース） 

• ヘッジ付外債を含む広義の円金利資産の 
構成比は、株式などの時価の上昇により  
やや低下したものの、７割程度の水準を維持 

• 金利が極めて低位で推移したことを受けて、
円貨建公社債への投資を控え、その代替と 
してヘッジ付外債を積み増し 

• リスク許容度の向上を踏まえ、株式の安定的
な積増しを再開（簿価で前年比104億円増） 

有価証券の増減状況 

ヘッジ付外債 
＋1,716億円 

オープン外債 
＋548億円 

株式 
＋1,587億円 

帳簿価額＋152億円※   

外国株式等 
＋409億円 

帳簿価額＋1,001億円※ 

円貨建公社債 
△691億円 

帳簿価額△816億円 

帳簿価額＋104億円 

帳簿価額＋108億円 

各資産の      は帳簿価額の増減 

広義の円金利資産 

67.6％ 69.8％ 

※ 損益計算書に計上した外貨建公社債の評価損益・為替換算損益を控除したもの 



富国生命保険相互会社 

2,659  
684  

2,329  
901  

3,273  
1,030  

1,189  1,693  

3,176  
832  1,256  

1,895  

資産運用の概況 

※売買目的有価証券運用益（損）に含まれる利息及び配当金等収入を含む 
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利息及び配当金等収入※の推移および内訳 含み益の状況 

（億円） 

24年度末 

有価証券計 
4,762 

有価証券計 
5,391 

5,447 

株式 

公社債 

外国証券 

不動産 

6,293 

（億円） 

26年度末 

有価証券計 
8,553 

455 467 502 514 511 

238 221 191 173 154 

71 65 76 80 93 

141 147 160 144 138 

256 290 310 402 
505 

1,187 1,210 
1,265 

1,352 
1,457 

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 

7.8% 
増加 

公社債利息 

貸付金利息 

不動産賃貸料 

株式配当金 

外国証券 
利息・配当金 

9,583 有価証券・ 
不動産合計額 

開示以来 
最高 

25年度末 

資産の含み益がゼロになる水準
平成25年度末 平成26年度末

国内株式（日経平均株価） 9,100円  8,900円  
国内債券（10年国債利回り） 1.4%  1.5%  
外国証券（ドル円） 80円  81円  

• 利息及び配当金等収入は、円安効果により
前年対比７．８％増加の１,４５７億円 

• 円高局面で積極的に外貨建公社債を   
積み増したことなどにより、５年連続で増加 

• 有価証券の含み益の合計額は、８,５５３億円
と平成２年度の開示以来最高水準となり、 
不動産の含み益は１,０００億円台を回復 

• 相場のタイミングを捉えた新規投資や銘柄
入替えによって、各資産の含み益がゼロに
なる水準は、良好な状態を維持 

その他 



富国生命保険相互会社 

2,326  
1,817  1,878  1,739  1,733  1,894  2,016  

2,389  2,817  2,678  2,758  
2,978  3,050  

3,364  
3,780  

4,374  

873  
788  774  

752  678  

1,011  

1,573  

1,489  

3,691  
3,466  3,532  3,730  3,729  

4,376  

5,354  
5,864  

666.2% 
577.5% 

658.8% 668.4% 
741.1% 

970.8% 

1,099.9% 1,169.3% ソルベンシー・マージン比率 

リーマン・ショック 
 ←前 / 後→ 

（億円） 

永久劣後債 
300億円 外部調達 

永久劣後債 
5億米ドル 

基金追加 
募集 

100億円 

基金追加 
募集 

150億円 

基金追加 
募集 

200億円 
注）平成22年度以前のソルベンシー・マージン比率等は、現行基準を基に算出した参考数値 

オンバランスの自己資本強化と継続的なリスク・コントロール（富国生命単体） 

【ソルベンシー・マージン比率の長期推移および内訳】 

ソルベンシー・マージン比率 

自
己
資
本 

リ
ス
ク
の
合
計
額 

■内部留保 ■外部調達 ■リスクの合計額 

19年度末 20年度末 21年度末 22年度末 23年度末 24年度末 25年度末 26年度末 
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• 統合的リスク管理（ＥＲＭ）を着実に推進 

• 市場の動向に左右されない収益性と健全性の追求 



富国生命保険相互会社 

平成２６年度決算（案）に基づく社員配当金 

 個人保険・個人年金保険 

   － 増配幅は１６億円、有配当契約の約８割（約２７３万件）に配当金を割当て 

   － ３年連続の増配（※１） 、３年合計の増配額は４１億円 

   － 経過年数１０年以下の契約を中心に危険差配当率と特別配当率を引き上げ 
      さらに、１３年ぶりに満期契約に対する長期継続特別配当を実施 

 団体年金保険 

    － 増配幅は２０億円、３年連続の増配（※２）  

   － 利差配当率について０.１％の引き上げ 

 配当還元の充実に向けて、社員配当平衡積立金に１６１億円積み増し、積み増し後の残高は２００億円 

（※３）医療パック定期付新積立型介護保険（４０歳加入、男性、 
         口座振替月払契約、死亡保険金３，０００万円、介護保険金５０万円、   
    入院日額６，０００円）の例示 

＜配当金例＞
加入年度

（経過年数）
年換算保険料
（月払保険料）

 受取配当金（案） [増配額]

平成２２年度（※３）

（５年）
１７２，８２４円

   （１４，４０２円）
２４，１４７円 [＋　７，２１６円]

平成１７年度（※４）

（１０年）
１９４，２３２円

   （１６，１８６円）
５８，６４９円 [＋２４，０６５円]

（※４）医療パック定期付新積立型介護保険（４０歳加入、男性、 
         口座振替月払契約、死亡保険金２，９００万円、 介護保険金１００万円、 
    入院日額６，０００円）の例示 

690  
4,719  

16,113  

24,147  21,600  23,236  

34,305  

58,649  

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

23年度 24年度 25年度 26年度 

経過５年目 経過１０年目 

（円） 
配当金例に基づく受取配当金の推移 

増配 

増配 

増配 
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個人保険・個人年金保険の配当金例 

• 相互会社である当社は、お客さまの利益のための経営を創業以来行う 

• 配当還元の充実を通じて、お客さまの実質的な保険料負担の軽減をさらに進める 

（※１）個人保険・個人年金保険の増配額・・・平成24年度：6億円、平成25年度：19億円  （※２）団体年金保険の増配額・・・平成24年度：18億円、平成25年度：19億円 



富国生命保険相互会社 

（ご参考）主要業績① 

保有契約の状況（富国生命、フコクしんらい生命合算） 

・新契約高（個人保険＋個人年金保険）は 

 前年対比１．９％増加 

・保有契約年換算保険料（個人保険＋個人年金保険）は  

 前年度末比１．４％増加、うち医療保障・生前給付 

 保障等は前年度末比０．５％増加 

・新契約年換算保険料（個人保険＋個人年金保険）は 

 前年対比９．６％増加 

個人保険（個人保険＋個人年金保険） 

企業保険（団体保険、団体年金保険） 

保有契約高

 前年度末比 前年度末比

個 人 保 険 251,401 97.5 246,929 98.2

個 人 年 金 保 険 42,970 99.3 42,817 99.6

294,372 97.8 289,746 98.4保 有 契 約 高

( 単位：億円、％ )

平成25年度末 平成26年度末

新契約高、解約失効高 ( 単位：億円、％ )

 前年度比 前年度比

個 人 保 険 16,893 114.5 16,995 100.6

個 人 年 金 保 険 1,570 56.1 1,812 115.4

18,464 105.2 18,807 101.9

16,130 96.9 15,137 93.8

△ 0.02 △ 0.22
　　　　 　　　ポイ ント ポイ ント

平成25年度 平成26年度

新 契 約 高

（ 解 約 失 効 率 ） (5.36%) (5.14%)

解 約 失 効 高

新契約年換算保険料 ( 単位：億円、％ )

前年度比 前年度比

234           87.1           250           107.1         

100           56.1           115           115.4         

334           74.8           366           109.6         

う ち 医 療 保 障 ・

生 前 給 付 保 障 等
76             88.0           71             93.3           

合 計

平成26年度

個 人 保 険

個 人 年 金 保 険

平成25年度

保有契約年換算保険料 ( 単位：億円、％ )

前年度末比 前年度末比

3,041         100.2         3,075         101.1         

2,523         101.2         2,567         101.7         

5,565         100.6         5,642         101.4         

う ち 医 療 保 障 ・

生 前 給 付 保 障 等
1,078         100.7         1,083         100.5         

平成26年度末

合 計

個 人 保 険

個 人 年 金 保 険

平成25年度末

保有契約高

 前年度末比 前年度末比

170,452 101.1 171,159 100.4

20,305 101.8 21,232 104.6

( 単位：億円、％ )

平成26年度末平成25年度末

団 体 保 険

団 体 年 金 保 険
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富国生命保険相互会社 

（ご参考）主要業績② 

保有契約の状況（富国生命単体） 

・新契約高（個人保険＋個人年金保険）は 

 前年対比１．０％減少 

・保有契約年換算保険料（個人保険＋個人年金保険）は 

 前年度末比０．３％減少、うち医療保障・生前給付 

 保障等は前年度末比０．５％増加 

・新契約年換算保険料（個人保険＋個人年金保険）は 

 前年対比０．４％増加 

個人保険（個人保険＋個人年金保険） 

企業保険（団体保険、団体年金保険） 

保有契約高

 前年度末比 前年度末比

個 人 保 険 242,084 97.3 236,846 97.8

個 人 年 金 保 険 29,487 97.2 28,718 97.4

271,572 97.3 265,564 97.8保 有 契 約 高

( 単位：億円、％ )

平成25年度末 平成26年度末

新契約高、解約失効高 ( 単位：億円、％ )

 前年度比 前年度比

個 人 保 険 15,969 118.8 15,649 98.0

個 人 年 金 保 険 565 37.2 724 128.3

16,534 110.5 16,374 99.0

15,414 95.9 14,399 93.4

△ 0.03 △ 0.22
                  ポイ ント                   ポイ ント

平成25年度 平成26年度

新 契 約 高

（ 解 約 失 効 率 ） (5.52%) (5.30%)

解 約 失 効 高

新契約年換算保険料 ( 単位：億円、％ )

前年度比 前年度比

198           95.3           192           96.9           

24             41.5           31             128.1         

223           83.3           224           100.4         

う ち 医 療 保 障 ・

生 前 給 付 保 障 等
75             88.2           70             93.2           

合 計

平成26年度

個 人 保 険

個 人 年 金 保 険

平成25年度

保有契約年換算保険料 ( 単位：億円、％ )

前年度末比 前年度末比

2,750         99.3           2,736         99.5           

1,326         99.3           1,327         100.0         

4,077         99.3           4,064         99.7           

う ち 医 療 保 障 ・

生 前 給 付 保 障 等
1,061         100.8         1,066         100.5         

平成26年度末

合 計

個 人 保 険

個 人 年 金 保 険

平成25年度末

保有契約高

 前年度末比 前年度末比

165,468 101.0 166,780 100.8

20,305 101.8 21,232 104.6

( 単位：億円、％ )

平成26年度末平成25年度末

団 体 保 険

団 体 年 金 保 険
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富国生命保険相互会社 

 前年度比 前年度比

1,826 108.2 2,018 110.5

うち利息及び

 　配当金等収入
1,265 106.3 1,367 108.0

500 83.8 357 71.4

1,326 121.6 1,661 125.3

104          103.4 118          113.9

平成25年度

一

般

勘

定

資 産 運 用 収 益

資 産 運 用 費 用

資産運用関係収支

平成26年度

( 単位：億円、％ )

特別勘定資産運用損益

 前年度比 前年度比

7,070 82.0 7,964 112.6

うち 個 人 保 険 分 野 4,425 77.3 5,031 113.7

うち 団 体 保 険 分 野 2,594 91.4 2,882 111.1

保 険 料 等 収 入

( 単位：億円、％ )

平成25年度 平成26年度

（ご参考）主要業績③ 

収支の状況 

保険関係収支 資産運用関係収支 

基礎利益 

【金融機関による保険販売の状況】 

（富国生命、フコクしんらい生命合算） 

（富国生命単体） 

（富国生命単体） 

（富国生命単体） 

（富国生命、フコクしんらい生命合算） 

（フコクしんらい生命実績） 

 前年度比 前年度比

5,983 92.4 6,431 107.5

うち 個 人 保 険 分 野 3,352 93.2 3,510 104.7

うち 団 体 保 険 分 野 2,582 91.3 2,870 111.1

5,037 96.8 4,903 97.3

（注）保険料等収入の個人保険分野は個人保険と個人年金保険、団体保険

　　　分野は団体保険と団体年金保険の合計額を、それぞれ記載しています。

保 険 料 等 収 入

保 険 金 等 支 払 金

( 単位：億円、％ )

平成25年度 平成26年度

( 単位：件、億円、％ )

前年度比 前年度比

42,387 71.2 52,465 123.8

943 47.1 1,355 143.6

※平準払契約については初回保険料の合計額を記載

保 険 料 ※

平成25年度 平成26年度

新 契 約 件 数

( 単位：億円 )

平成25年度 平成26年度

Ａ　 865                 931                 

7                     △23

743                 745                 

113                 209                 

Ｂ　 124                 358                 

Ｃ　 △271              △321

Ａ＋Ｂ＋Ｃ　 719                 968                 

基 礎 利 益

キ ャ ピ タ ル 損 益

臨 時 損 益

経 常 利 益

費 差

危 険 差

利 差

( 単位：億円 )

平成25年度 平成26年度

901                 959                 基 礎 利 益
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富国生命保険相互会社 

 （単位：億円）

項　　　　　　目 平成25年度末 平成26年度末

ソルベンシー・マージン総額　                       （Ａ） 11,437 14,416

リスクの合計額　　　　　       　　　                  （Ｂ） 2,042 2,411

ソルベンシー・マージン比率

（Ａ）

（1／2）×（Ｂ）
×100

1,195.7% 1,120.0% 

 （単位：億円）

平成25年度末 平成26年度末

差  損  益 差  損  益

5,391                        8,553                        

う ち 2,329 3,273

う ち 1,693                        3,176                        

う ち 1,256                        1,895                        

901 1,030

6,293 9,583

外 国 証 券

不 動 産

（ 土 地 ・ 借 地 権 ）

合 計

区            分

有 価 証 券 合 計

公 社 債

株 式

 （単位：億円）

項　　　　　　目 平成25年度末 平成26年度末

ソルベンシー・マージン総額　                       （Ａ） 11,090 13,972

リスクの合計額　　　　　       　　　                  （Ｂ） 2,016 2,389

ソルベンシー・マージン比率

（Ａ）

（1／2）×（Ｂ）
×100

1,169.3% 1,099.9% 

（ご参考）主要業績④ 

資産・健全性の状況 

資産の構成 健全性を示す指標 

含み損益の状況（一般勘定） 

（富国生命単体） 

（富国生命単体） 

（富国生命単体） 

（連結ベース） 

占率 占率

62,147 66,119

61,334 100.0 65,302 100.0

う ち 28,761 46.9 28,561 43.7

う ち 4,823 7.9 6,410 9.8

う ち 13,653 22.3 15,837 24.3

う ち 8,358 13.6 7,639 11.7

 （単位：億円、％）

平成25年度末 平成26年度末

外国 証券

貸 付 金

うち一般勘定資産

公 社 債

区            分

総 資 産

株 式
 （単位：億円）

平成25年度末 平成26年度末

12,114 16,072

対一般勘定資産比率 19.8% 24.6%

実 質 純 資 産 額

 （単位：億円）

平成25年度末 平成26年度末

13,218 17,691実 質 純 資 産 額

16 


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	資産運用の概況
	資産運用の概況
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17

